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損　益　計　算　書
平成29年７月１日から平成30年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 576,897,282 576,897,282 8,420,600 129,646,640 438,830,042

　２．事 業 費 用 406,045,375 406,045,375 5,870,738 82,875,108 317,299,529

事 業 総 利 益 170,851,907 170,851,907 2,549,862 46,771,532 121,530,513

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 78,091,798 78,091,798 17,748,136 14,198,509 46,145,153

　２．旅 費 交 通 費 1,669,207 1,669,207 379,365 303,492 986,350

　３．事 務 費 3,801,617 3,801,617 864,004 691,203 2,246,410

　４．業 務 費 995,570 995,570 226,266 181,013 588,291

　５．諸 税 負 担 金 2,495,862 2,495,862 567,241 453,793 1,474,828

　６．施 設 費 28,896,570 28,896,570 6,567,402 5,253,922 17,075,246

　７．雑 費 1,147,611 1,147,611 260,821 208,657 678,133

事 業 管 理 費 計 117,098,235 117,098,235 26,613,235 21,290,589 69,194,411

事 業 利 益 53,753,672 △24,063,373 25,480,943 52,336,102

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 961,084

　２．事 業 外 費 用 338,271

事 業 外 損 益 622,813

経 　 常 　 利 　 益 54,376,485

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 6,049,973

　２．特 別 損 失 5,600,000

特 別 損 益 449,973

税 引 前 当 期 利 益 54,826,458

法人税・住民税及び事業税額 19,563,700

当 期 剰 余 金 35,262,758

前 期 繰 越 剰 余 金 4,990,756

当 期 末 処 分 剰 余 金 40,253,514

第　110　号（1）平成30年10月号

　

平
成
三
十
年

九
月
十
三
日
、

静
岡
市
林
業
セ

ン
タ
ー
に
て
第

三
十
七
回
静
岡

市
森
林
組
合
通

常
総
代
会
が 

総
代
七
十
六
名

の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
め
に
当
組

合
吉
澤
修
一
組
合
長
が
以
下
の
と
お
り
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。「
本
日
、
こ
こ
に

第
三
十
七
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
御
来
賓
、
総
代
各
位
の
皆
様

方
に
は
御
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
御
臨
席

を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
組
合
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
方

の
温
か
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き

重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
森
林
・

林
業
は
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
国

民
の
快
適
空
間
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

木
材
供
給
等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
通

じ
て
日
本
経
済
、
国
民
生
活
に
限
り
な
い

貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
静
岡
市
の

オ
ク
シ
ズ
の
森
に
お
い
て
も
戦
後
造
成
さ

れ
た
人
工
林
は
地
域
の
皆
様
方
に
育
て
ら

れ
、
今
ま
さ
に
利
用
の
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

当
組
合
で
は
今
年
、
新
た
に
施
業
集
約

化
を
推
進
す
る
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が

六
名
誕
生
し
ま
し
た
。
当
組
合
は
森
林
経

営
計
画
を
皆
様
方
に
提
案
す
る
こ
と
に
よ

り
、
施
業
の
集
約
化
を
推
進
し
、
ま
た
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
生
産
性
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
の
五
月
二
十
五
日
に
新
た
な
法
律

で
あ
る
「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
可
決
さ

れ
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
「
新
た
な
森
林

管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
手

法
で
森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
を
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

森
林
認
証
に
つ
い
て
は
昨
年
の
八
月
に

オ
ク
シ
ズ
森
林
認
証
協
議
会
が
発
足
し
今

年
の
二
月
に
国
際
規
格
の
森
林
認
証
（
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
当
組
合
と

し
て
は
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
を
組
合
主
導
の
経
営
計

画
の
中
に
取
り
込
み
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

静
岡
市
森
林
組
合
は
組
合
員
、
地
域
の

皆
様
方
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
御
臨
席
の
皆
様
方
並
び
に

関
係
者
各
位
の
御
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

総 合 貸 借 対 照 表　要 約
平成30年６月30日

科　　　目 （円） 科　　　目 （円）

流 動 資 産 合 計 274,226,813 流 動 負 債 合 計 54,377,243

有 形 固 定 資 産 計 9,179,209 固 定 負 債 合 計 29,790,999

無 形 固 定 資 産 計 291,176 負 債 合 計 84,168,242

外 部 出 資 計 27,645,000

そ の 他 固 定 資 産 計 84,000 組 合 員 資 本 合 計 227,257,956

固 定 資 産 合 計 37,199,385 純 資 産 合 計 227,257,956

資 産 合 計 311,426,198 負 債 ・ 純 資 産 合 計 311,426,198

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  2.5人

販　　売  2.0人

森林整備  6.5人

合　計 11.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

第37回
通常総代会開催

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
及
び
注
記
表
・
附
属
明
細

書
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

設
定
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
一
般
賦
課

金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
役
員
報
酬

を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
諸
手
数
料

徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
余
裕
金
及

び
積
立
金
預
け
入
れ
先
を
定
め
る
件

第
七
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る

借
入
金
の
最
高
限
度
を
定
め
る
件

第
八
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る

貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定
め
る
件

第
九
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
関
す

る
件 総

代
会
議
案

　

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
損
益
状
況
を

御
説
明
し
ま
す
。
事
業
総
収
益
は
昨
年
度

よ
り
八
四
〇
万
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た

が
、
総
費
用
に
お
い
て
は
昨
年
度
と
同
額

程
度
、
事
業
管
理
費
に
お
い
て
は
昨
年
度

よ
り
若
干
増
加
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
事
業

利
益
は
六
五
〇
万
円
増
の
五
三
七
五
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
次
に
各
項
目
を
簡
略
に

御
説
明
し
ま
す
。
木
材
共
販
販
売
量
は
微

増
の
八
六
九
三
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
組
合

主
導
の
森
林
経
営
計
画
の
作
成
状
況
は
一

三
五
二
・
九
二
ha
と
な
り
大
き
く
増
加
し

ま
し
た
。
次
に
経
営
指
標
に
お
け
る
労
働

生
産
性
は
四
四
％
、
事
業
費
を
材
積
で
除

し
た
生
産
コ
ス
ト
は
九
・
六
％
、
そ
し
て

労
働
分
配
率
（
事
業
管
理
費
中
の
人
件
費

率
）
は
四
五
・
七
％
で
一
・
七
％
い
ず
れ

も
向
上
し
て
い
ま
す
。
林
業
用
機
械
の
整

備
状
況
は
今
年
度
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
導
入

し
ま
し
た
。
続
い
て
財
務
状
況
で
す
が
総

資
産
は
五
三
九
三
万
円
増
の
三
億
一
一
四

三
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
の
見
通

し
は
今
年
度
並
み
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
な

お
当
組
合
と
し
ま
し
て
は
財
務
状
況
の
一

層
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度

損
益
状
況

　

来
賓
祝
辞
と
し
て
静
岡
市
議
会
議
員 

石
上
顕
太
郎
様
を
始
め
、
静
岡
県
中
部
農

林
事
務
所
長　

橋
爪
敏
二
様
、
静
岡
市
中

山
間
地
振
興
担
当
部
長　

佐
野
真
浩
様
、

静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長 

中
谷
多
加
二
様
よ
り
御
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
ま
た
、
静
岡
市
議
会
議
員　

繁
田

和
三
様
、
安
竹
信
男
様
、
尾
崎
行
雄
様
、

静
岡
県
中
部
農
林
事
務
所　

森
林
整
備
課

主
査　

藤
浪
様
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森

林
研
究
・
整
備
機
構　

森
林
整
備
セ
ン
タ

ー
静
岡
水
源
林
整
備
事
務
所
長　

平
井

様
、
静
岡
市
中
山
間
地
振
興
課
森
林
・
林

業
係
副
主
幹　

原
田
様
、
同
主
事　

香
西

様
、
静
岡
市
治
山
林
道
課
長　

増
田
様
、

同
参
事
兼
林
道
第
一
係
長　

木
下
様
、
静

岡
県
森
林
組
合
連
合
会
指
導
課
長　

勝
亦

様
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
全
て
の
議
案
が
承
認

可
決
さ
れ
、
無
事
、
通
常
総
代
会
を
閉
会

致
し
ま
し
た
。

会
場
全
体
風
景

吉
澤
組
合
長 

挨
拶

発行回数　年 2回
発行所
静岡市葵区千代 538 番地の 11
静 岡 市 森 林 組 合
　TEL  054−278−3141
　E-mail:midori@shizzmori.jp
　HPアドレス　http://www.shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
印刷　大日三協株式会社
　TEL  054−263−2435㈹
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今
年
の
夏
は
例
年
に
無
く
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
。
造
林
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
施
業
の
下
刈
で
す

が
、
炎
天
下
の
下
、
日
影
が
全
く

な
い
現
場
で
の
作
業
と
な
り
、
大

変
危
険
な
業
務
と
な
り
ま
す
。
ま

し
て
や
足
場
の
悪
い
斜
面
で
の
作

業
が
主
な
の
で
、
労
災
等
の
可
能

性
も
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
は
暑
さ
対
策
と
し

て
「
空
調
服
」
を
購
入
致
し
ま
し

た
。
腰
に
左
右
一
つ
ず
つ
フ
ァ
ン

が
つ
い
て
お
り
、
着
用
す
る
こ
と

で
フ
ァ
ン
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
外

気
が
服
の
中
を
通
り
抜
け
、
汗
を

蒸
発
さ
せ
、
暑
さ
を
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
る
服
で
す
。
し
か
し
体

温
に
も
近
い
外
気
で
は
、
い
く
ら

空
調
服
を
着
用
し
て
い
る
と
は
い

え
、
得
ら
れ
る
涼
し
さ
に
は
限
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
暑
さ
に
応
じ

て
小
休
憩
や
下
刈
以
外
の
林
内
で

の
作
業
を
同
時
進
行
で
行
っ
て
い

く
等
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
林
を
皆
伐
、間
伐
す
る
際
は
、

伐
採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
伐

採
届
は
、立
木
伐
採
前
に
作
成
し
、

静
岡
市
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　

当
組
合
で
は
伐
採
届
を
代
理
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
手
数
料

と
し
て
、一
通
一
、〇
八
〇
円
（
税

込
）
を
頂
戴
し
ま
す
。

　　　　　　　㎥単価を石単価に換算するには、
　　　　　　　概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日　　平成30年９月20日
　　市回数　　2,523回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

2
3

4

6

2
3

4

6

6
4.0～
～6

す

　
　
　
　
　ぎ

ひ

　
　
　の

　
　
　き

ま
つ

20～
14
16～18
20～
8～11
12～13
14
16～18
20～22
24～28
30～34
36～
16～18
20～22
20～
14～15
16
18～22
8～12
13
14
16
18
20～22
24～28
30～34
30～
16～17
18
20～22
46
22～26
28～32

樹種 長　さ
（m）

末口径
（cm）

落　　　札　　　価　　　格
高　値 中　値 １本当単価 安　値

気　配 昨年同期
中　値

－　
10,000
12,000
12,500
300

10,000
10,500
11,500
13,500
18,000
21,000
26,300
－　
－　
－　
20,000
30,000
27,300
350

12,500
16,000
19,800
27,200
28,000
34,300
26,400
86,500
32,000
30,000
30,000
－　
－　
－　

　
10,000
11,000
11,500
270
9,500
10,000
11,500
12,000
15,000
16,000
16,100
15,500
14,500
　

15,000
21,400
18,500
320

12,000
15,800
19,000
19,000
18,500
18,600
18,000
43,000
24,000
28,000
23,000
100,000
－　
－　

－　
590
957
1,518
－　
551
780
1,334
2,112
4,050
6,560
8,340
3,364
3,843
－　
885
1,648
2,220
－　
816
1,232
1,938
2,470
3,256
5,022
7,380
22,274
4,152
6,076
6,095
－　
－　
－　

－　
9,000
10,000
11,000
270
9,000
10,000
10,000
11,000
12,500
8,500
10,000
－　
－　
－　
13,500
19,000
17,500
320

11,000
15,500
19,000
18,500
17,000
15,400
15,000
30,300
20,000
28,000
17,000
－　
－　
－　

6,500
9,000
10,000
11,000
250
7,500
9,000
10,500
11,000
13,500
13,500
16,000
15,500
14,500
10,000
12,500
17,500
17,000
280
9,500
13,000
16,000
15,500
15,500
16,000
16,000
40,000
19,000
29,000
22,000
－　
－　
－　

－
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

－
－
－
－
○
△
△
○
○
△
△
△
○
○
○

－
○
○
○

－
－
－

県森連静岡事業所

技
術
課
が
発
足�

～
個
人
プ
レ
ー
型
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
型
の
組
織
へ
～

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
を
開
催

　

平
成
三
十
年
四
月
二
日
よ
り
当

組
合
業
務
部
内
に
技
術
課
が
新
た

に
発
足
し
ま
し
た
。
同
日
、
伊
藤

憲
二
郎
が
技
術
課
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
技
術
課
に
は
こ
れ
ま
で
い

わ
ゆ
る
直
営
作
業
員
と
い
う
名
目

で
従
事
さ
れ
て
き
た
職
員
が
配
属

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
技
術
課
が
発
足
し
た

経
緯
で
す
が
、
平
成
二
十
九
年
度

の
静
岡
県
補
助
事
業
「
ビ
ジ
ネ
ス

林
業
促
進
事
業
」
に
て
、
当
組
合

の
組
織
体
制
強
化
を
計
画
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
専
門
家
の
助
言
を
参
考

に
、
約
一
年
間
、
議
論
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
結
果
、
技
術
課
の

創
設
、
並
び
に
就
業
規
則
の
改
正

等
を
行
う
次
第
と
な
り
ま
し
た
。

技
術
課
の
創
設
に
よ
り
、
安
全
面

の
向
上
、
技
術
課
職
員
の
技
術
研

鑽
と
生
産
性
向
上
、
そ
し
て
整
っ

た
就
業
規
則
制
定
に
よ
り
、
若
手

の
新
規
技
術
職
員
が
定
着
で
き
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
課
の
事
務
職
員
と

技
術
職
員
と
の
間
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
業
務
効

率
の
向
上
も
目
標
と
し
て
お
り
ま

す
。今
ま
で
の
事
務
方
、現
場
方
と

も
に
多
か
っ
た
個
人
プ
レ
ー
体
質

を
改
め
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
型
の
組

織
に
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
、
組
合

全
体
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
八
月
の
オ
ク
シ

ズ
森
林
認
証
協
議
会
設
立
以
降
、

当
組
合
で
も
森
林
認
証
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ

Ｃ
）
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
平
成
三
十
年
度
は
新

規
認
証
と
し
て
俵
峰
・
郷
島
区
域
、

大
川
西
区
域
（
崩
野
等
）、
玉
川
北

区
域
（
口
仙
俣
等
）
に
て
合
計
約

三
四
〇
ha
程
の
森
林
認
証
取
得
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
秋

に
は
当
組
合
管
内
で
初
め
て
の
認

証
材
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
認
証
材
の
出
荷
が
行

わ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

平
成
三
十
年
三
月
、
当
組
合
業

務
課
の
職
員
六
名
が
森
林
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
は
森
林

所
有
者
様
の
森
林
を
預
か
り
、
集

約
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
維
持
・
管
理
し
、
森
林
の
あ
る

べ
き
将
来
の
姿
を
念
頭
に
置
い
て

施
業
を
提
案
し
て
い
く
と
い
う 

役
割
が
あ
り
ま
す
。
森
林
経
営
計

画
制
度
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
全

国
的
に
提
案
型
施
業
に
従
事
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
急
速
に
増
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
森
林
を
よ
く
知
り
、
森

林
所
有
者
様
と
も
距
離
が
近
く
、

行
政
機
関
と
も
日
々
連
携
を
と 

っ
て
い
る
プ

ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
地
域
の

森
林
管
理
を

担
う
重
要
な

役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま

す
。

　

前
年
度
は
大
川
地
区
、
清
沢
地

区
、
旧
静
岡
地
区
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
地
区
懇
談
会
で
す
が
、
今

年
度
も
実
施
致
し
ま
す
。
実
施
予

定
は
大
河
内
地
区
（
十
月
下
旬
）、

梅
ヶ
島
地
区
（
十
一
月
中
旬
）、
玉

川
地
区
（
十
一
月
下
旬
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
該
当
地
区
の
組
合

員
の
皆
様
に
は
追
っ
て
御
連
絡
致

し
ま
す
の
で
御
出
席
の
程
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
度
、
当
組
合
で
は
高
性
能

林
業
機
械
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
ケ
ス

ラ
ー
の
ス
ト
ロ
ー
ク
式
〇
・
四
五

ク
ラ
ス
）
を
購
入
致
し
ま
し
た
。

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
導
入
に
よ
り
、
生

産
性
の
向
上
、
労
働
災
害
発
生
の

防
止
、
更
に
作
業
員
の
減
少
を
機

械
労
働
力
で
カ
バ
ー
す
る
等
の
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ス
ト
ロ
ー
ク
式
で
枝
払
能
力
が

高
い
た
め
、
今
後
増
え
る
で
あ
ろ

う
高
齢
級
林
分
や
大
径
木
の
皆
伐

に
も
対
応
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
降
車

し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
枝
払
す
る

作
業
が
減
少
し
ま
す
。

　

組
合
に
と
っ
て
良
い
方
向
に
結

果
が
残
せ
る
よ
う
、
ハ
ー
ベ
ス
タ

を
活
用
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

空
調
服
を
購
入 

「
酷
暑
対
策
」

組
合
員
の
皆
様
と
の

地
区
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
す

　

平
成
三
十
年
五
月
三
十
日
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
技
術

課
を
含
む
当
組
合
職
員
と
役
員
を

対
象
に
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
は
法
令
遵
守
と
い
っ

た
意
味
が
あ
り
、
法
律
や
会
社
内

の
就
業
規
則
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
守
る
こ
と
で
す
。
昨
今
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
つ
い
て

マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
世
間
の
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は

オ
フ
ィ
ス
人
事
工
房
の
石
橋
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
致
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
を
活
か
し
て
法
令

遵
守
が
行
わ
れ
、
不
祥
事
が
起
き

な
い
組
織
風
土
を
形
成
で
き
る
よ

う
、
役
員
、
職
員
共
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

伊藤憲二郎　技術課長に就任

コンプライアンス研修会

造材中のハーベスタ

※
直
接
、
静
岡
市
の
窓
口
へ
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
無
料
）

　

当
組
合
で
伐
採
届
を
代
理
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
書
類
を

提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

　

①
伐
採
届
受
付
用
紙
（
当
組
合

に
て
受
付
時
に
配
布
）

　

②
届
出
す
る
場
所
の
森
林
簿

　

③
届
出
す
る
場
所
の
図
面

　

④
登
記
情
報
・
登
記
図
面
（
法

務
局
に
て
取
得
が
可
能
）

　

⑤
保
安
林
台
帳
の
写
し
（
保
安

林
の
場
合
の
み
）（
静
岡
県

中
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
、

静
岡
市
治
山
林
道
課
に
て
取

得
可
能
）

　

②
③
は
静
岡
県
中
部
農
林
事
務

所
、
ま
た
は
静
岡
市
中
山
間
地
振

興
課
に
て
取
得
可
能

※
保
安
林
に
お
い
て
作
業
道
（
道

幅
三
ｍ
以
下
、
作
業
道
面
積
一

ha
以
下
の
も
の
）
を
開
設
す
る

場
合
は
、
形
質
変
更
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
作
業
開
始
日
よ

り
二
週
間
前
ま
で
に
静
岡
市
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
書
類
の
作
成
等
に
一
～
二

週
間
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
当

組
合
へ
の
書
類
作
成
依
頼
は 

一
ヶ
月
前
ま
で
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
伐
採
届
に
関
し
ま
し
て
は
、
電

森
林
認
証（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）

新
規
取
得
予
定

伐
採
届
に
つ
い
て

話
で
の
受
付
は
致
し
か
ね
ま

す
。
お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が

直
接
組
合
へ
お
越
し
下
さ
い
。

※
通
常
、
申
請
か
ら
静
岡
市
の
伐

採
許
可
が
下
り
る
ま
で
一
～ 

二
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※
植
付
の
補
助
金
を
申
請
す
る
際

に
、
皆
伐
時
の
伐
採
届
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
御
注
意
願
い
ま

す
。（
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
広

葉
樹
の
皆
伐
で
も
伐
採
届
は
必

要
で
す
）

　

組
合
員
の
皆
様
へ
、
賦
課
金
の

納
入
の
お
知
ら
せ
を
発
送
致
し
ま

し
た
。

　

お
手
数
お
か
け
し
ま
す
が
、
御

支
払
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
名
義
変
更
（
相

続
変
更
を
含
む
）が
あ
る
場
合
は
、

当
組
合
ま
で
御
一
報
の
程
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
今
年
度
よ
り
賦
課
金
額
が
一
ha

当
た
り
一
〇
〇
円
に
な
り
ま
し

た
。（
昨
年
ま
で
は
一
ha
当
た

り
二
〇
〇
円
）

※
賦
課
金
の
納
入
期
日
は
平
成
三

十
年
十
月
三
十
一
日
で
す
。

賦
課
金
納
入
の
お
願
い

～
賦
課
金
額
が
ha
あ
た
り

一
〇
〇
円（
従
来
の
半
額
）に
変
更
～ 

空調服

プランナー認定証

平成30年２月 技術課発足に向けての説明会

ハ
ー
ベ
ス
タ
を
購
入

生
産
性
の
向
上
目
指
す

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

職
員
六
名
が
認
定
取
得


